
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和７年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○全職員による共通理解と共通実践
・主体的な学習者の育成

○「進んで学習に取り組んでいる」の質問に
肯定的な回答をする児童の割合が８５％以
上、「分からない問題があっても、粘り強く考
えたり、調べたりする」の質問に肯定的な回
答をする児童の割合が８０％以上

・各学年の実態に合わせ、個に応じた指導・
支援を行う。
・自己選択・自己決定の場面を設定し、主体
的な学習を促す。 A

・校内研究主題に「自分らしく輝く児童の育成」を掲げ、
児童の「伴走者」としての職員集団を目指して取り組ん
でいる。職員向けアンケート「進んで勉強するように授
業を工夫している」では、肯定的な回答が94％だった。
・校内研修を通して、各学年の実態から今後の取組内
容を見直した。今後、共通実践及び授業改善に継続し
て取り組む。

A

・12月の児童アンケート「進んで学習に取り組んでい
る」に84.2％、「分からない問題があっても、粘り強く考
えたり、調べたりする」に86％の児童から肯定的な回答
が得られた。目標をほぼ達成することができた。「主体
的な学習者の育成」に向け、各学年や児童の実態に応
じた指導・支援の在り方について、校内研修・研究を中
心に継続して共通実践を実施する。

A

・学習への意欲を喚起することが大切である。
・インターネットの情報の真偽を見極められる
力を付けてほしい。

・学力向上対策コーディネーター
・研究主任
・反射炉部

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理観
や正義感、感動する心など、豊かな心を
身に付ける教育活動

○「友達に優しく親切にしている」と答え
た児童８０％以上

・児童の実態に合わせて学年、全校さわ
やかタイムを計画・実施する。

A
・「友達に優しく親切にしている」と回答した児
童91.4％だった。全校さわやかタイム、学年さ
わやかタイムを計画どおりに実施している。 A

・「友達に優しく親切にしている」と回答した児
童94.0％だった。2.6ポイントの上昇が見られ
た。さわやかタイム単独で行うのでなく、行事
や学級での活動等を関連づけながら実施でき
ている。

A
・本当に94％の児童が親切にしているのか、
十分気を付けて指導や支援をしてほしい。
・思いやりや優しさを自覚させることは難しい
が、大切な教育である。

・道徳教育推進教師
・人権・同和教育担当者
・藤の花部

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

○いじめ防止等（いじめの定義、いじめの防
止等のための取組、事案対処等）未対応０
について組織的対応ができていると回答し
た教員９０％以上

・いじめの認知・覚知に対する情報共有を行
う。
・いじめの対応についての研修・会議を年間
に１回以上行う。

A
・いじめ防止等未対応０について組織的対応
ができていると回答した教員９０％以上おり、
情報共有や会議など定期的・必要に応じて開
くことができた。

A
・12月の教員アンケート「いじめ防止等（いじめの定義、いじ
めの防止のための取組、事案対処等）について組織対応が
できている」に、97％の教員から肯定的な回答が得られた。
・いじめ事案が発生した時には、早急に情報共有を行い、関
係者による会議を開きチームで対応した。

A
・いじめが見つかったら早急に対応してほし
い。先生が頼りである。
・継続的な取組を望む。

・生徒指導主任
・教育相談主任
・藤の花部

●◎児童生徒が夢や目標を持ち、その
実現に向けて意欲的に取り組もうとする
ための教育活動

●「先生はあなたのよいところを認めてくれ
ていると思う」と回答した児童８０％以上
●「将来の夢や目標をもっている」について
肯定的な回答をした児童８０％以上
◎ふるさと「日新」に愛着をもち、大切にした
いと肯定的な回答をした児童８０％以上

・「ぽかぽかカード」等、児童を積極的に褒
めたり認めたりする活動を実施する。
・学級活動や行事等で出番や役割を与え、
称賛する。
・社会科、生活科、総合的な学習の時間等
に体験的授業を取り入れたり、日新の町に
関わる機会を作ったりする。

A

・児童支援の方法について校内研修を実施した。誉め
言葉や支援の手順等をカードにまとめて可視化し、全
職員に配布した。
・社会科、生活科、総合的な学習の時間を中心に、体
験や見学等の活動を実施した。
・成果指標の３つの項目について、7月アンケートでは、
肯定的な回答をした児童が、いずれも80％以上
（89.9％、83.2％、86.9％）で、３つ目を除いて、前年度
から上昇した。今後も地域学習に継続して取り組む。

A

・成果指標の３つの項目について、12月アンケートで
は、肯定的な回答をした児童が、いずれも80％以上
（85.5％、85.4％、92.3％）だった。特に、日新の地域や
学校を大切にしたいと思う児童の割合が前期から大き
く増えた。
・ 生活科（1年：昔遊び、２年：町探検）や総合的な学習
の時間（３年：公民館での発表、５年：日新の町や歴史
調べ、キューポラ見学）等、地域人材や地域施設を活
用した体験・見学活動を多く実施することができた。

A

・児童の行動や姿勢を見ていると先生達の心
ある接し方が素晴らしいと思う。
・肯定的な回答が多いことに安心した。

・教務主任
・各教科主任
・藤の花部

○安心感や信頼感を育む人間関係（仲
間）づくり

○ぽかぽかカードを活用しながら、「お互
いによいところがあると思う」と回答した
児童８０％以上

・道徳、学活等の時間を活用して、友達
のよさを認めるカードを書いて、掲示す
る。 A

・ぽかぽかカードを活用し、お互いによいところをみ
つけ、認め合う活動に取り組むことが出来た。「お互
いによいところを見つけている」と回答した児童が
88.1％だった。

A
・アンケート結果は１％微減したが、目標とす
る80％以上は充分に満たしている。取組を継
続し友達の良い所を認め合う心を育んでいき
たい。

A
・良好な人間関係を構築することは先生達の
行動から学んでいる。

・人権・同和教育担当者
・藤の花部

●望ましい生活習慣の育成 ●「健康に食事は大切である」と考える
児童９５％以上
○朝食をとって登校する児童が９０％以
上

・「早寝・早起き・朝ごはん」を推奨する。
年間２回、チェック習慣を設け、日々の
生活習慣の振り返りをする。
・食育タイムで、望ましい食習慣やマ
ナーについて確認する。

A

・「早寝・早起き・朝ごはん」調査を６月に実施。
睡眠時間８時間未満の割合5.4％。夜10時以降に就寝
している人の割合26％。朝食喫食率87.6％。１１月の調
査では、朝食喫食率９０％以上を目指す。
・引き続き給食の時間に食育タイムを行うことで、効果
的に食育を進める。

A

・「早寝・早起き・朝ごはん」調査を11月に実施。
睡眠時間８時間未満の割合5％。夜10時以降に就寝し
ている人の割合22.8％。いずれも６月の調査時よりわ
ずかによくなり、早寝の意識は高まった。朝食喫食率は
86.8％と6月より0.8％低下した。朝食喫食率９０％以上
を達成することができなかった。

A

・朝食は86.8％の児童が摂っているいるが、内
容が気になる。また、朝食を摂っていない児童
への指導や対応をしてほしい。
・夜遅くまでスマートフォンを使っている児童が
いるようだ。

・体育主任(保健主事）
・栄養教諭
・食育推進担当者
・少年の像部

○運動習慣の改善や定着化 ○運動やスポーツを行う時間が１週間で
200分以上の児童８５％以上

・大縄大会などのスポーツイベントを実
施する。
・昼休みの外遊びを推奨する。

B
・暑い日が長く続いており、熱中症警戒アラートの発表
も多くあり、昼休みに外遊びを推奨できない状態が続
いていた。
・今後もイベント等を通して外遊びを推奨していく。

A
・２学期からは、暑さも落ち着き、運動しやすい気
候になってきたことや運動会や大縄大会とスポー
ツイベントがあり、積極的に外遊びをしている様子
が見られた。

A
・子供は、まず体を動かすことが一番だと思
う。

・体育主任(保健主事）
・栄養教諭
・食育推進担当者
・少年の像部

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。
●年間２０日の年次休暇のうち、職員１
人当たりの年次休暇の取得日数１４日
以上

・毎日業務記録票に記入し、自分の時間
外勤務時間を把握する。
・業務改善委員会を実施する。 A

・時間外在校等の時間は、年々減少傾向にある。
・３ヵ月連続で４５時間以上の職員には声掛けをし
ていく。
・年次休暇７日以上取得者が３分の２以上いる。
今後も、個に応じて声掛けをしていく。

B

・時間外在校等時間の上限を上回る月はな
かった。
・年次休暇14日以上取得者は７名であり、対
象職員の約25％だった。 B

・業務改善は難しいだろうが、健康第一で学校
運営をしてほしい。
・ストレスを溜めないようにしてほしい。 ・教頭

○学びやすい、働きやすい職場づくり ○学びやすい、働きやすい職場だと思っ
ている職員が８５％以上

・業務内容の見直し・職場環境の改善等
を行う。 B

・学びやすい、働きやすい職場だと思っていると回答し
た職員が87％であった。今後も職員間のコミュニケー
ションを充実させていく。

A
・学びやすい、働きやすい職場だと思っている
と回答した職員が94％であった。 A

・とてもよい職場環境だと思う。 ・教頭

●特別支援教育の充実

○一人一人の児童を大切にする指導･
支援の充実

○学級の実態に応じて、UD化を意識し
た授業や教室環境に努めたと回答する
教員が９０％以上
○支援を必要とする児童に効果的な支
援を行ったと回答した教員が９０％以上

・特別支援に関する研修会を実施する。
・全職員での情報共有を行う。

A

・夏季休業中に、配慮を要する児童への支援方法について
研修会を行った。効果的な誉め言葉を記したカードを作成
し、全職員に配布した。アンケートで肯定的な回答をした職員
が97％だった。
・子ども情報会で児童への関わり方について話し合ったり、
必要に応じてケース会議を持つようにしている。アンケートで
肯定的な回答をした職員が１００％だった。

A

・学級の実態に応じた授業や教室環境のUD化に努めた教員
は97％であった。
・支援を必要とする児童に具体的な支援を行った教員は
94％であった。
・全職員で支援を必要とする児童の共通理解を図り，個別に
対応をすることができた。必要に応じて，巡回相談やケース
会議を行うことができた。

A

・環境が整って、人が整って、「分かりやすい」
「生活しやすい」ことは、とてもよいことだと思
う。

・藤の花
・特別支援Co

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○地域連携

○地域の学校支援体制づくり ○「保護者や地域の方が、応援してくれ
ていると思う」児童８０％以上

・地域学校協働活動推進員を中心とした学
校支援体制づくり（応援ボランティアの募集・
実施）を行う。
・保護者や地域の方の学校行事・授業等へ
の参加・支援体制づくりを行う。

A

・「地域の人に先に挨拶している」と回答した児
童が87%と昨年度より上昇した。
・地域の人や物、環境等の学習をしていると回
答した保護者が96％であった。
・引き続き地域を意識した学習を行っていく。

A

・「保護者や地域の方が、応援してくれている
と思う」と回答した児童は８８％以上だった。
・「地域や学校を大切にしたいと思う」と回答し
た児童は９２％だった。

A

・よく連携が取れていると思う。
・残りの12％の児童が気になる。地域との連
携は、保護者や家庭観環境で左右されると思
う。

・教頭
・教務主任
・担任

○幼保こ小中連携

○幼稚園や保育園、こども園、中学校と
連携し、成長を見据えた教育活動

○「情報を共有し、児童の成長を見据え
た教育を行った」教員９０％以上

・幼稚園や保育園、こども園と連携　（年３回
の会議と、１回以上の園への見学）を行う。
・教師間の情報共有（職員研修２回）を行う。
・中学校との連携を行う。

C

・肯定的な回答をした教員は69%。
・アンケート実施後に全職員対象に園での研
修を行った。
・後期は、中学校との連携を進めていく。

B

・「情報を共有し、児童の成長を見据えた教育
を行った」と回答した教員は８２％だった。
・幼稚園や保育園、こども園とは会議を３回と
園への見学を１回、中学校とは交流を２回と中
学校教員の参観等を１回行った。

B

・子供は、環境の変化に対応することは難し
い。保護者が小さな変化に気付いて、寄り添っ
てほしい。先生は保護者の相談に乗ってほし
い。
・先生同士の交流をしてほしい。

・教頭
・教務主任
・担任

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志と誇りを高める教育

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

学校名 佐賀市立日新小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

・児童・教師・保護者のアンケート結果は、目標を達成している項目がほとんどであったが、上期より下期の結果が悪くなっている項目があった。その項目については、教師間で共通理解を図り、具体的な取組について検討していく必要がある。
・次年度も、学校の取組を発信していき、保護者・地域に理解・協力をしてもらい、保護者・地域・学校が連携し、児童の成長に向けたよりよい関わりを継続していく。
・３部会での取組については、計画から実施で終わりではなく、反省を生かした次年度への計画の見直しまで行い、次年度の計画と実践につなげていく。
・達成度Ｂの項目については、早急に改善策を具体化し、全職員共通理解のもと実践していくことが必要である。
・業務改善・教師の働き方改革の推進が実践できるように、全職員が仕事の質を高めることを意識しながら、仲間と関わり合い、言葉掛けをしていく、さらなる学びやすい働きやすい職場作りを行う。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・保護者、児童、教師のアンケート結果は、ほとんどの項目が、上期より下期の結果がよくなっていた。教師間で、具体的な取組について共通理解・共通実践できたためである。これからも、学校の取組を発信していき、保護者・地域に理解・協力をしてもらい、保護者・地域・学校が連携し、児童の成長に向けたよりよい関わり

を行っていく。

・達成度Ｂの項目については、早急に改善策を具体化し、全職員共通理解のもと実践していくことが必要である。

・３部会での取組については、計画から実施で終わりではなく、反省を生かした次年度への計画の見直しまで行い、次年度の計画を「見える化」していく。一つ一つの取組に対し，全職員一丸となって前向きに取り組むことのできる日新小を目指す。

２　学校教育目標
ふるさとを愛し、心まことに行動する日新の子の育成　～「あ・そ・べ・や」でみんな輝く　日新の子～

　あ･･･あいさつ　そ･･･そうじ　べ･･･べんきょう　や･･･やさしい心　みんな輝く･･･一人一人のよさが輝く

３　本年度の重点目標

１　安心して学べる環境を確保し、子ども・保護者・地域から信頼される学校をつくる。

２　教職員の意識改革と効率的な自己研鑽を推進し、指導力と人間性の向上を図る。

３　「知・徳・体」の調和の取れた生き抜く力を備えた子どもを育成する。


